
人
、
モ
ノ
、
情
報
、
技
術
が
集
う
！

躍
動
す
る
熊
本
の
新
た
な
交
流
拠
点
が
誕
生
。

人
、
モ
ノ
、
情
報
、
技
術
な
ど
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
産
業
展
示
場
「
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
が
、
こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地
方
都
市
と
し
て
は
最
大

規
模
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
持
ち
、
最
新
の
設
備
を
備
え
た
こ
の
施
設
は
、
展
示
会

は
も
ち
ろ
ん
、
会
議
・
集
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
可
能
。
躍
動

す
る
熊
本
の
新
し
い
交
流
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

情
報
化
、
技
術
の
高
度
化
な
ど
の
進
展

に
よ
り
、
経
済
活
動
を
行
う
う
え
で
、
企

業
や
産
業
の
情
報
を
確
実
に
入
手
す
る
必

要
性
が
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
な

も
の
と
し
て
い
く
う
え
で
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
催
し
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
三
月
、
地

方
都
市
と
し
て
は
最
大
規
模
の
展
示
面
積

を
持
つ
産
業
展
示
場
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊

本
」
が
益
城
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
展
示
会
・
見
本
市
を
は

じ
め
、
大
規
模
な
会
議
・
集
会
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
い
ろ
ん

な
利
用
が
可
能
。
熊
本
の
製
造
業
、
流
通

業
を
は
じ
め
、
幅
広
く
産
業
の
活
性
化
の

起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
人
や
モ
ノ
、
情
報
が
各
地
か
ら

県
内
に
集
ま
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
で
き
、
「
躍
動
す
る
く

ま
も
と
」
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

規
模
は
地
方
都
市
で
最
大
級

多
目
的
に
使
え
る
広
々
ス
ペ
ー
ス

「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
は
、
十
二
万

六
千
㎡
と
い
う
広
大
な
敷
地
の
中
に
あ
り
、

八
千
㎡
の
展
示
ホ
ー
ル
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
二
千
台
収
容
の
駐

車
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
展
示
物
を
出
し
入
れ
す
る
大
型

車
両
が
直
接
展
示
場
内
に
乗
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な

ど
の
取
り
出
し
口
が
あ
ら
か
じ
め
床
に
埋

設
し
て
あ
る
な
ど
、
展
示
会
場
と
し
て
最

新
の
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

建
物
は
展
示
ホ
ー
ル
部
分
と
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
・
会
議
室
・
レ
ス
ト
ラ
ン

部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
展
示
ホ
ー
ル
は

四
つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
分
割
可
能
。
大
会
や

集
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
利
用
で
き
る

設
備
も
備
え
て
お
り
、
千
三
百
十
八
席
の

可
動
収
納
式
の
イ
ス
と
仮
設
イ
ス
、
ス
テ

ー
ジ
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ホ
ー
ル
全
体
を
使

っ
た
場
合
で
一
万
人
、
二
分
の
一
の
利
用

で
四
千
五
百
人
、
四
分
の
一
の
利
用
で
千

五
百
人
収
容
の
会
場
を
設
営
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
方
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、

会
議
・
集
会
に
利
用
で
き
、
会
議
後
の
パ

ー
テ
ィ
ー
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
え

る
よ
う
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
速
道
路
や
空
港
に
直
結
。

九
州
の
交
流
の
拠
点
に

「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
は
、
県
道
熊

本
益
城
大
津
線
（
通
称
第
二
空
港
線
）
と

九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
交
差
す
る
場
所
に

あ
り
、
熊
本
空
港
か
ら
車
で
十
分
、
ま
た
、

す
ぐ
隣
に
は
平
成
十
一
年
春
の
完
成
を
目

指
し
て
益
城
熊
本
空
港
イ
ン
タ
ー
も
建
設

中
で
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
県
内
名
地
は
も
と
よ
り
、

九
州
各
地
か
ら
の
集
客
も
見
込
め
、
こ
れ

ま
で
福
岡
地
区
に
集
中
し
て
い
た
産
業
展

示
会
な
ど
を
熊
本
に
誘
致
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

空
港
に
近
い
利
点
を
生
か
し
、
ま
た
、

熊
本
港
を
拠
点
と
し
て
海
外
貿
易
の
拡
大

を
図
る
熊
本
F
A
Z
計
画
と
連
携
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
外
と
の

流
通
の
拠
点
の
一
つ
と
な
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」

は
ま
さ
に
、
人
、
モ
ノ
、
情
報
が
活
発
に

行
き
交
う
元
気
な
熊
本
を
演
出
す
る
新
し

い
交
流
の
拠
点
で
す
。

三
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
す
で
に
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
、
情
報
や
人
に
出
会
い
に
、

お
気
軽
に
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

け
ん

地
域
振
興
の
牽
引
役
に

熊本商工会議所

月田哲雄会頭

私
た
ち
地
元
経
済
界
が
長
い
間
待
ち

望
ん
で
い
た
産
業
展
示
場
「
グ
ラ
ン
メ

ッ
セ
熊
本
」
は
、
そ
の
規
模
、
機
能
は

も
ち
ろ
ん
、
高
速
道
路
や
空
港
に
直
結

し
た
優
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
西

日
本
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
施
設
で
す
。

各
種
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
あ
る
い
は
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、

全
国
か
ら
多
く
の
物
、
情
報
、
人
が
集

ま
り
、
産
業
・
経
済
を
は
じ
め
文
化
の

振
興
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

熊
本
で
は
、
熊
本
F
A
Z
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
構
想
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
特
色
を
生
か
し
た
熊
本
な
ら

で
は
の
催
し
も
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
、
こ
の
施

設
を
大
い
に
活
用
し
、
地
元
発
展
に
少

し
で
も
お
力
添
え
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
が
、
熊
本
、

九
州
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
今
後
地
域

全
体
の
振
興
の
牽
引
役
に
な
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

■施設

財団法人グランメッセ熊本
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い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
も
の
。
し
か
も
、
私
た
ち
を

心
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
県
で
は
、
人
生
の
各
時
期
に
応
じ
て
楽
し
く
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
生
涯
学
習
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
ろ
ん
な
分
野
を
、
い
ろ
ん
な
場
所
で

「
も
っ
と
一
般
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
」

「
役
立
つ
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
」
。
生
涯

学
習
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が

あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
興
味
の
あ

る
分
野
を
無
理
せ
ず
学
ぶ
こ
と
。
そ
こ

か
ら
、
さ
ら
に
興
味
が
広
が
っ
て
く
れ

ば
し
め
た
も
の
で
す
。

県
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
域
で
行
っ
て

い
る
も
の
に
は
、
高
齢
者
や
女
性
を
対

象
と
し
た
講
座
、
学
校
を
閲
放
し
て
行

う
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、

歴
史
・
文
学
・
経
済
か
ら
パ
ソ
コ
ン
・
園
芸
・

健
康
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
れ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
る
主

な
講
座
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の

市
町
村
で
も
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
活
用
法

生
涯
学
習
を
応
援
す
る
施
設
の
一
つ
が
、

県
立
図
書
館
で
す
。
図
書
館
と
い
う
と
、

難
し
い
本
が
な
ら
ん
で
い
る
だ
け
の
楽

し
く
な
い
所
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お

持
ち
の
方
に
耳
よ
り
な
情
報
で
す
。

県
立
図
書
館
で
は
、
公
開
講
座
も
開

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
「
子
ど
も
図
書
室
」
で
は
、
お
子
さ

ん
の
興
味
を
引
き
、
役
に
立
つ
図
書
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
と
言
え
ば
本
、
と
い
う
常
識

も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
名
作
劇
場
」
で
は
、
原
則
と
し
て
毎

月
第
二
・
四
土
曜
日
に
、
名
作
映
画
を
上

映
し
て
い
ま
す
。

併
設
の
熊
本
近
代
文
学
館
で
は
、
熊

本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
者
の
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
移
動
図
書
館
と
し
て
県
内

各
地
に
出
張
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

後
は
、
県
内
の
公
共
図
書
館
な
ど
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
す
る
な
ど
、
ま
す

ま
す
便
利
な
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

県
立
図
書
館

熊
本
市
出
水
二
－
五
－
一

℡
〇
九
六
－
三
八
四
－
五
〇
〇
〇
（
代
）

生
涯
学
習
相
談
コ
ー
ナ
ー

℡
〇
九
六
－
三
八
五
－
三
四
四
六

休
館
日
／
月
曜
日
、
祝
日
、
毎
月
末
日
、
年
末
年
始
、

そ
の
他
館
内
整
理
日
な
ど
。

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
。
機
械
が
苦
手
な

私
で
も
、
何
と
か
な
り
ま
し
た
。
親
切
な
先

生
と
楽
し
い
仲
間
に
囲
ま
れ
、
楽
し
い
教

室
で
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

（
平
成
九
年
度
県
立
倉
岳
高
校
開
放
講
座

を
受
講
し
た
田
上
寿
美
子
さ
ん
（
三
十
八
歳
）
）

忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
の
歴

史
を
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
、

応
募
し
ま
し
た
。
歴
史
の
つ
な
が
り
の
う

え
に
今
が
あ
る
こ
と
を
、
若
い
人
た
ち
に

も
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

（
平
成
九
年
度
長
寿
学
園
［
歴
史
コ
ー
ス
］

を
受
講
し
た
甲
斐
英
明
さ
ん
（
六
十
九
歳
）
）

くまもと女性特派員レポート

宇土市の花いっぱい運動を訪ねて
くまもと女性特派員

松倉由美子さん
（西合志町在住）

写真左から
松倉由美子さん
宇土市菊友会の
堀川さん
下田さん（会長）
境さん

くまもと未来国体に向けて全国から

熊本を訪れるたくさんの皆さまにおも

てなしの心を伝えようと、県内各地でい

ろいろな運動が盛んに繰り広げられて

います。その一つ、宇土市では今、美しい

花々で街中を飾る花いっぱい運動を展

開中です。大会が開催される初秋から咲

くように改良された国体菊が宇土市菊

友会の方々を中心に栽培されていると

聞き、出かけてみました。

私が訪れた時、菊はまだ差し芽の状態

でしたが、青々とした元気な差し芽の鉢

がハウスいっぱいに並べてありました。

本番では、この国体菊で競技会場をはじ

め各公共の場を飾るため、約1，500鉢を

栽培するそうです。多くの菊を一度に栽

培できるよう、宇土市から提供された土

地で、45人の菊友会の方々が当番制で

毎日熱心に菊の成長を見守られています。

また、栽培に必要な大型ハウスや鉢を入

れる箱が全て廃材を利用して使われて

いるのに驚きました。市の広報誌で花い

っぱい運動を知った地域の方々が、快く

提供してくださったそうです。市民一人

ひとりが何らかの形でこの花いっぱい

連動に参加し、花で彩られた素敵な街づ

くりを進めようという思いが伝わって

くるようです。日照時間や温度の管理を

工夫して、大会期間中ぴったりに菊を咲

かせるようにするのが、一番のご苦労の

ようです。菊友会の方々は、この花づく

りで育まれた地域の連帯感や栽培技術

をもとに大会後もどんどん活動の輪を

広げ、美しい街づくりに貢献できればと

おっしゃっていました。
宇土市のようなもてなしの心のこも

った活動が各地に広がり、熊本を訪れた

方々にその思いが伝わって、みんなの気

持ちが一つになる、そんなくまもと未来

国体を期待します。

くまもと未来国体の開催意義

■くまもとの魅力を全国に発信
国民体育大会は、国内最大のスポーツの祭

典と呼ばれ、全国から選手、監督、役員など
4万人を超える人々が訪れます。交流を通し、

歴史・文化・観光・物産などくまもとの魅力
を全国に紹介します。

■健康で豊かな生活づくり

大会を契機に、道路網の整備など、住みよ
いまちづくりが進む一方、身近にスポーツを

親しめる環境が整います。
将来に向かって健康で豊かな生活づくりを

目指します。

■21世紀の魅力あるくまもとづくり
県内各地で、街を美しくする運動や花いっぱ

い運動など、県民総参加のくまもと未来国体を
目指して、県民運動の輪が広がっています。い

ろんな県民運動で培われた知恵やエネルギー
を未来へと継承することで、21世紀の魅力あ

るくまもとづくりの大きなステップとなります。

くまもと未来国体募金へご協力を

■募集期間
平成9年7月から平成12年3月まで

■募金の方法
募金箱を県庁、県事務所、市町村役場の窓

口及び取扱金融機関等に設置しています。また
取扱金融機関などからは、専用払込書での振
り込みもできます。

■募金の使途
くまもと未来国体の開催経費の一部に使わ

させていただきます。

「ハートフルくまもと大会」
県民総参加で大会を成功させよう！

平成11年には、くまもと未来国体（秋季

大会）に引きつづき、第35回全国身体障害

者スポーツ大会「ハートフルくまもと大会」

が開催されます。この大会は、スポーツを

通じて、身体障害者の社会参加の道を開く

とともに、障害者に対する理解と関心を深

めることを目的とする国内で最大の障害者

スポーツの祭典です。

県民一人ひとりの「やさしいくまもと」

のこころを結集し、「ハートフルくまもと

大会」を成功させましよう。

選手団を心温まる歓迎で迎える大会ボランティア
（平成9年ふれ愛ぴっく大阪大会）

大会を支えるボランティアを

6月から募集します。

また、くまもと未来国体では

リハーサル大会を開催中です。

詳しくは、次ページをご覧ください。

第54回国民体育大会 ●夏季大会／平成11年9日11日（土）～14日（火）
●秋季大会／平成11年10月23日（土）～28日（木）

●お問い合せ先／熊本県国体推進局
℡096－387－1999

第35回全国身体陣害者
スポーツ大会 ハートフルくまもと大会

●開催日／平成11年11月6日（土）・7日（日）

●お問い合せ先／
全国身体障害者スポーツ大会推進室
℡096－387－2100

平成10年5月1日発行　（4）5）　平成10年5月1日発行

長さ180mに及ぶ外観と2，000台収容駐車場

イベントでにぎわう展示ホール

ビュッフェ形式のレストラン

県立図書館
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くまもと未来国体・ハートフルくまもと大会だより
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がんばるが、いっぱい。
■お問い合せ先


